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 暫定仕様 データシート 

RD40LD005 
SpAS controlled LED Driver IC 

概要 

RD40LD005 は，SpAS (SCI protocol with Address Selected system)データ転送方式を用いた，PWM 階調制御
回路内蔵の定電流ドライバです。 

IC にアドレス(Add1～Add6)を設定し，3 本の制御信号(SCL, SDA, SS)によって複数の IC を同時制御するこ
とができます。一回のデータ転送で，出力ビットの発光/消灯の変更，発光階調の保持，変更が可能です。 

データ転送方式は，通常モードとバーストモードの二種類があります。通常モードは，先に出力ビットを
選択し，選択した出力ビットに同時に同じ階調データを送るので，一回のデータ転送で複数のビットを同じ
階調で発光させることや，出力ビット毎の詳細な制御を行うことができます。バーストモードは，出力ビッ
トを順番に選択し，各ビットごとに異なる階調データを書き込むことができるので，一回のデータ転送で複
数のビットを異なる階調で発光させることができます。 

40 ピンパッケージに 16 ビットの定電流出力(オープンドレイン構成：耐圧 40V)を持ち，REXT端子に接続し
た抵抗によって，定電流出力値を制御できます。 

REXT1は Q1～Q5，REXT2は Q6～Q10，REXT3は Q11～Q15，REXT4は Q16，のように制御されます。 

 

特長 

 アミューズメント機器用途に適しています。 
 SCI インタフェース仕様 
 電源電圧範囲 : 3.0 ～ 5.5 V 
 出力耐圧 : VO (Max) = 40 V 
 定電流出力 : IOUT (Typ) = 30 mA (@VO = 1.0 V) 
 PWM 回路を内蔵し，16 ビットの定電流出力 (Q1 ～ Q16) を 256 階調制御可能。 
 (デューティサイクルは，0 % (消灯状態) から 99.6 % (最大発光状態)) 
 パワーオンリセット回路を内蔵し，電源立ち上げ時出力を OFF 状態 (LED 消灯) に確定させます。 
 動作温度範囲 : –40 ～ 85℃ 
 SCL, SDA, SS は，ゆるやかな入力の変化に対応するためにヒステリシス電圧を持っています。 
 発注型名 

発注型名 パッケージ名称 パッケージコード
パッケージ

略称 
テーピング略称(数量) 端子表面処理

D40LD005FPH0 LQFP-40 ピン PLQP0040JB-C LQFP H (2,000 個/リール) 0 (Ni/Pd/Au) 
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ピン説明 

端子名 機能 

VCC 電源端子 

GND GND 端子 

SCL シリアルクロック入力端子 

SDA シリアルデータ入力端子 

SS スタート入力端子 

Add1～6 アドレス入力端子 (VCC or GND) 

REXT1/ REXT2/ REXT3/ REXT4 外付け抵抗端子 

Q1～Q16 定電流出力端子 

NC オープン端子 (未使用端子のため，接続は不問) 
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ロジックダイアグラム 
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絶対最大定格 

項目 記号 定格値 単位 条件 

電源電圧 VCC –0.5 ～ 7.0 V  

入力電圧 *1 VI –0.5 ～ 7.0 V  

出力電圧 *1 *2 VO 40 V  

出力電流 IOUT 35 mA 出力オン時, 1 出力当り 

許容損失 *3 PT 1.46 W Ta = 25C (無風)，基板実装時 

保存温度 Tstg –65 ～ +150 C  

【注】 絶対最大定格値は，瞬時たりとも超過してはならない限界値を示してあり，どの 2 つ以上の項目も同時に 

達してはならない値です。 

 1. アンダーシュートにより，入出力電圧の負側定格を超える場合は，入出力クランプ電流の定格値を満たして

いれば問題ありません。 

 2. この値は最大 40 V までとします。 

 3. 最大パッケージ許容損失は，基板実装時の接合温度 150C で計算されています。 

 

推奨動作条件 

項目 記号 Min Max 単位 条件 

電源電圧 VCC 3.0 5.5 V  

入力電圧 VI 0 5.5 V  

出力電圧 VO 0 40 V 出力 Q1～Q16 Z 時（オフ時） 

出力電流 

(1 ビット当りの電流) 
IOUT — 33 mA 

全出力オン時, 

VCC = 3.0 ～ 5.5V, VO = 1.0V 

Ta = 25℃, Duty = 99.6% 

動作温度 Ta –40 85 C  

【注】 未使用の入力は，“H” レベルか “L” レベルを保たなければなりません。 
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製品仕様 

【データ転送の開始】 

(1) SCL = “H” 時，SS を “H” から “L” へ変化させることにより，データ転送を開始します。 

(2) SCL の立ち上がりでデータを読み取ります。 
 
 データフォーマット 
一回毎にマイコンから本製品へ転送されるデータの長さは，1 バイト(8 ビット)です。 

START
1 1

1 2 1 28

(1)

(2)

SS

SCL

SDA
1 1

SCL = 

SDA = 

SS   = 
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データ転送フォーマット (データ送信は MSB ファースト) 

 通常モード 

1

2

3

4

+ +0 A1 A2

++ + 0 0 00

Q1

Q9

Q2

Q10

Q3

Q11

Q4

Q12

Q5

Q13

Q6

Q14

Q7

Q15

Q8

Q16

255

0

(1 )

00,10:Q1 Q8

01,11:Q9 Q16
0: 00:

01:

10: +

11:

A3 A4 A5 A6

0

1

IC

1:

0:

1 2 3 4 5

STOP

BYTE

5 STOP BYTE 1 (0 1) ( 1 )

1  

1

0

1
* * * * * * *

 
 
 バーストモード 
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データフォーマット機能詳細 

データ転送には，通常モードは 5 バイト，バーストモードは 19 バイトのデータを使用します。 
(データ転送は，必要バイト数をすべて転送してください。) 

 
・共通部分（バイト：1 ～ 2） 

バイト 機能名 転送順 命令内容 

アドレスマスク 1 

同グループに所属する IC への命令範囲を指定します。 
【1】の時はグループ内の全アドレス，【0】の時はグループ

内の個別アドレスに対して命令を行います。 
(A1 と A2 で指定したアドレスすべてに命令します。このとき A3～
A6 は 0 か 1 のどちらかを入れてください) 

— 2 【0】に固定してください。【1】は禁止です。 
3 

グループアドレス 
4 

命令を行う IC のグループを指定します。 

5 
6 
7 

1 

IC 個別アドレス 

8 

指定したグループ内で命令を行う IC を指定します。 
アドレスマスクが【1】の時は，IC 個別アドレスの判断は行いま

せん。(0 か 1 のどちらかを入れてください) 

    
バイト 機能名 転送順 命令内容 

転送モード 1 
転送モードを指定します。 
通常モードは【0】, バーストモードは【1】です。 

2 
書き換えビット 

3 
データを書き換えるビットを指定します。 
Q1～Q8, Q9～Q16 と 8 ビットごとに指定します。 

使用 
データの

選択 
4 

出力に使用するデータは，各出力ビットのレジスタに保持さ

れています。このレジスタに，新規データを書き込む【1】
か，書き込まない【0】(レジスタが現在保持しているデータ

を残す) かを指定します。 
発光 

モード 
状態の 
選択 

5 出力を消灯させる【0】か，発光させる【1】かを指定します。

6 
7 

2 

— 
8 

【0】に固定してください。【1】は禁止です。 

 
・通常モード（バイト：3 ～ 5） 

先に出力ビットを指定し，指定した出力ビットに同じ階調データを送るモード 

バイト 命令内容 
3 命令を与える出力(Q1～Q8/ Q9～Q16)を指定します。 
4 指定した出力ビットに送る階調データ(256 階調)を指定します。 

5 
データ転送を終了します。 
注 1：アウトプットセレクト(出力ビットに指定階調データを出力するかしないかを制御します)

 
・バーストモード（バイト：3 ～ 19） 

各出力ビットに対して，個別に階調データを送るモード 

バイト 命令内容 
3 Q1 に送る階調データ(256 階調)を指定します。 
4 Q2 に送る階調データ(256 階調)を指定します。 

5～17 Q3～Q15 に送る階調データ(256 階調)を指定します。 
18 Q16 に送る階調データ(256 階調)を指定します。 
19 データ転送を終了します。 
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データフォーマット使用例 

Ex. 1 アドレスマスク：オフ，転送モード：通常，発光モード：書き込み + 発光 

 0000_0010  0001_1000  1010_0010  1000_0000  xxxx_xxxx 

 アドレス「00_0010」の Q1, Q3, Q7 をデューティ 50%で点灯させます。その他は現状維持です。 

 

Ex. 2 アドレスマスク：オン，転送モード：通常，発光モード：書き込み + 消灯 

 1001_xxxx  0011_0000  0110_0001  0100_0000  xxxx_xxxx 

アドレス「01_0000」～「01_1111」の Q10, Q11, Q16 を消灯し，デューティ 25%のデータを書き込
みます。その他は現状維持です。 

 

Ex. 3 アドレスマスク：オン，転送モード：通常，発光モード：発光（データ保持） 

 1010_xxxx  0000_1000  0001_1110  xxxx_xxxx  xxxx_xxxx 

アドレス「10_0000」～「10_1111」の Q4, Q5, Q6, Q7 を保持データに基づき点灯します。 

その他は現状維持です。事前に何も書き込んでいない場合は，点灯する階調は不定です。 

 

Ex. 4 アドレスマスク：オフ，転送モード：通常，発光モード：消灯（データ保持） 

 0011_0100  0000_0000  1111_1110  xxxx_xxxx  xxxx_xxxx 

アドレス「11_0100」の Q8 を除く Q1～Q7 出力ビットを消灯し，過去のデューティデータが保持さ
れたままとなります。 

 

Ex. 5 アドレスマスク：オフ，転送モード：通常（(1), (2)），発光モード：消灯（データ保持） 

 (1) 0011_0100  0000_0000  1111_1111  xxxx_xxxx  1xxx_xxxx 

アドレス「11_0100」の Q1～Q8 出力ビットの消灯を指示。ただし，出力はまだ現状維持です。 

 (2) 0011_0100  0010_0000  1111_1111  xxxx_xxxx  0xxx_xxxx 

アドレス「11_0100」の Q9～Q16 出力ビットの消灯を指示。5byte 目，アウトプットセレクト“0”に
より，Q1～Q16 出力を同時に消灯させます。 

 

Ex. 6 アドレスマスク：オン，転送モード：バースト，発光モード：書き込み + 発光 

 1001_xxxx  1001_1000  Q1: (FF)16  Q2: (80)16  Q3: (40)16  ・・・  Q14: (80)16  Q15: (40)16  Q16: (00)16  (xx)16 

アドレス「01_0000」～「01_1111」の Q1 : FF (99.6%), Q2 : 80 (50%), Q3 : 40 (25%), ・・・ 

・・・, Q14 : 80 (50%), Q15 : 40 (25%), Q16 : 00 (0%)と全ビットを書き換え，点灯させます。 

19 バイトのデータ転送で全ビットを異なる階調に，書き換えることができます。 
更に，アドレスマスクを併用することで，同じグループアドレスの IC (最大 16 種類)を全て書き換え
ることが可能です。 
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DC 電気的特性 

特に指定が無い場合，Ta = –40C～85C 

項目 記号 VCC (V) Min Typ Max 単位 測定条件 

3.0 — — 1.5 

3.6 — — 1.6 

4.5 1.2 — 1.9 
VT

+ 

5.5 1.4 — 2.1 

V  

3.0 0.3 — — 

3.6 0.4 — — 

4.5 0.5 — 1.2 
VT

- 

5.5 0.6 — 1.4 

V  

3.0 0.3 — 1.2 

3.6 0.3 — 1.3 

4.5 0.4 — 1.4 

入力電圧 

VT 

5.5 0.4 — 1.5 

V  

入力電流 IIN 3.0 ～ 5.5 –10 — 10 µA  

出力電流(Q1～Q16)*1 IOUT 3.0 ～ 5.5 27 30 33 mA 
VO = 1 V, REXT = 12 k
Ta = 25C, 全出力オン 

Iref端子電圧 Vref 3.0 ～ 5.5 1.01 1.13 1.25 V REXT = 12 k, Ta = 25C

出力ゲイン — — — 320 — — 
ゲイン = Iout / Iref  
REXT = 12 k, Ta = 25C

IC 間 (デバイス同士

の平均値) 
— –10 — 10 % 出力 

電流精度 
Bit 間 (同一 REXT) — 

3.0 ～ 5.5
–4 — 4 % 

VO = 1 V, REXT = 12 k
Ta = 25C, 全出力オン 

出力リーク電流 IOZ 5.5 — — 10 µA 
VO = 40 V 
(出力 Z 時(オフ時)) 

ICC1 5.5 — — 10 mA 全出力オフ 
電源電流 

ICC2 5.5 — — 10 mA 全出力オン 

入力端子容量 CIN VCC — 11 — pF VIN = VCC or GND 

【注】 1. 出力電流 Iout 理論式 :  

 Iout (mA) = 
1.13 (V)

REXT (kΩ)

×   320
1.13V (Typ) : Vref (Iref (Typ))

REXT : 

320:  

タイミング特性 

特に指定が無い場合，Ta = –40C～85C，VCC = 5V，CL = 30pF，RL = 50，入力 tr = tf = 20ns 

項目 記号 Min Typ Max 単位 測定条件 

最大クロック周波数 fMax — — 5 MHz Duty cycle = 45%～55% 

セットアップ時間 (SDA) tSU 30 — — ns SDA → SCL 

ホールド時間 (SDA) th 20 — — ns SDA → SCL 

パルス幅 (SCL) tW 80 — — ns SCL 

セットアップ時間 (SS) tSU_SS 20 — — ns SS → SCL 

ウェイト時間 (SS) tWA_SS 40 — — ns SS → SCL 

パルス幅 (SS) tＷ_SS 20 — — ns SS 

出力データ間隔 (同一アドレス IC)*1 tD 2.0 — — ms  

【注】 1. 同一アドレス IC のデータ転送は，tDをあけて次のデータを転送してください。 
(tDは，出力の発光のタイミングから決まっています。) 

tD

(  or ) (1) (  or ) (1) 
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測定回路 

CL = 30 pF

VO

RL = 50 Ω

1.  CL  

 

測定波形 
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アプリケーションデータ 

【注】本データは参考値であり，保証値ではありません。 
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